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　　ここが聞きたい ～ ４議員が一般質問 ～
新年度注目の事業は新年度注目の事業は
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台湾との交流促進へ決意台湾との交流促進へ決意
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３
月
定
例
会
議
は
、
３
月
６
日
か
ら
16
日
ま
で
の

11
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
鈴
木
町
長
が
施
政
方
針
を
、
次
に
千
葉
教

育
委
員
長
が
教
育
行
政
方
針
の
演
述
を
行
い
ま
し

た
。

　

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
27
年
度
一
般
会

計
予
算
や
看
護
職
員
等
養
成
修
学
資
金
貸
付
条
例
の

制
定
な
ど
31
件
、
議
員
発
議
案
の
議
会
総
合
条
例
の

改
正
な
ど
２
件
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
全
議
員
の
賛

成
で
原
案
ど
お
り
『
決
定
』
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
４
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
の
対

応
や
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

５
つ
の
特
別
会
計
の
当
初

予
算
総
額
は
、
31
億
１
３
７

１
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
て

２
億
４
５
５
７
万
円
、
８
・

６
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

葛
巻
病
院
の
改
築
事
業
と

江
刈
簡
易
水
道
整
備
事
業
が

本
格
的
に
進
む
た
め
で
す
。

　

各
会
計
の
予
算
額
は
、
左

の
表
の
と
お
り
で
す
。

特
別
会
計

特
別
会
計

一
般
会
計

一
般
会
計

昨年７月に開催した、江刈小学校と　津軽石小学校（宮古市）との交流事業

会　計　名 予　算　額
国 民 健 康 保 険 事 業 12億6160万円
簡 易 水 道 事 業 5億9578万円
農 業 集 落 排 水 事 業 1億9446万円
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 7049万円
国民健康保険病院事業 9億9138万円
合  　 　 計 31億1371万円

特別会計当初予算額

３月定例会議のあらまし３月定例会議のあらまし

江刈小学校改築江刈小学校改築などなど

施
設
整
備

施
設
整
備
にに
重
点
予
算

重
点
予
算

27年度予算27年度予算
総額総額8989億円億円

安
心
し
て
住
み
続
け
た
い
ま
ち

安
心
し
て
住
み
続
け
た
い
ま
ち

一
歩
先
ゆ
く
山
村
に

一
歩
先
ゆ
く
山
村
に

　

27
年
度
は
国
の
総
合
戦
略

が
始
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
施

策
の
拡
充
の
ほ
か
、
新
た
な

施
策
の
展
開
な
ど
に
よ
り

「
安
心
し
て
住
み
続
け
た
い

ま
ち
」
と
し
て
の
環
境
を
整

え
、
移
住
者
や
定
住
者
の
増

加
を
図
り
ま
す
。

　

ハ
ー
ド
事
業
で
は
、
江
刈

小
学
校
校
舎
改
築
、
総
合
運

動
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

改
修
、葛
巻
病
院
改
築
工
事
、

町
道
茶
屋
場
田
子
線
道
路
改

良
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
大
規
模

改
修
事
業
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

ソ
フ
ト
面
で
は
葛
巻
高
校

山
村
留
学
事
業
、
看
護
職
員

等
養
成
修
学
資
金
貸
付
制
度

の
創
設
、
高
校
生
の
医
療
費

無
料
化
、妊
婦
へ
の
助
成
金
、

60
周
年
記
念
に
関
連
し
た
各

種
事
業
な
ど
、
新
た
な
取
り

組
み
を
行
い
ま
す
。

　

27
年
度
は
合
併
か
ら
60
周

年
を
迎
え
ま
す
。
皆
さ
ん
と

積
み
重
ね
て
き
た
60
年
の
歩

み
を
共
に
祝
い
、「
今
（
と

き
）
を
つ
な
い
で
未
来
へ
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

各
種
記
念
事
業
な
ど
を
展
開

し
、
一
年
間
を
通
し
て
60
周

年
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

町　　長
施政方針
（要約）

３月定例会議３月定例会議　

27
年
度
の
一
般
会
計
当
初

予
算
は
、
58
億
１
６
７
万
円

で
前
年
度
に
比
べ
て
５
億
８

１
６
３
万
円
、
11
・
１
％
増

加
し
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
全
体
の
約
５
割

を
占
め
る
地
方
交
付
税
が
、

30
億
１
０
０
０
万
円
で
前
年

度
に
比
べ
て
４
０
０
０
万

円
、
１
・
３
％
増
え
ま
し
た
。

　

国
・
県
支
出
金
は
８
億
６

６
５
９
万
円
で
前
年
度
に
比

べ
て
１
億
６
０
６
２
万
円
、

22
・
８
％
増
加
し
ま
し
た
。

補
助
事
業
な
ど
の
増
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

町
税
な
ど
の
自
主
財
源
の

割
合
は
13
・
９
％
に
と
ど
ま

り
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
依

存
財
源
に
頼
る
財
政
構
造
で

す
。
引
き
続
き
自
主
財
源
の

確
保
に
努
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

歳
出
は
、
江
刈
小
学
校
校

舎
改
築
や
町
道
茶
屋
場
田
子

線
道
路
改
良
、
清
掃
セ
ン

タ
ー
の
大
規
模
改
修
な
ど
の

ハ
ー
ド
事
業
に
よ
り
、
※
１

投
資
的
経
費
が
前
年
度
に
比

べ
て
４
億
５
２
５
１
万
円
、

56
・
８
％
増
加
し
ま
し
た
。

施
設
整
備
に
重
点
的
な
予
算

編
成
で
す
。

　

一
方
、
人
件
費
は
前
年

度
に
比
べ
て
７
５
３
万
円
、

１
％
の
減
少
、
公
債
費
（
借

金
の
返
済
額
）
は
前
年
度
に

比
べ
て
１
６
４
２
万
円
、２
・

５
％
減
り
、
※
２
義
務
的
経

費
を
抑
制
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
の
詳
し
い

内
訳
は
、
３
〜
４
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
１
投
資
的
経
費
…
施
設
建
設

な
ど
将
来
残
る
も
の
に
か

か
る
お
金
。

※
２
義
務
的
経
費
…
支
出
が
義

務
づ
け
ら
れ
、
簡
単
に
削

減
で
き
な
い
お
金
。

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

（単位：億円）

一般会計当初予算額の推移一般会計当初予算額の推移

57.257.257.2

H16

48.948.948.9

H17

51.351.351.3

H18

49.349.349.3

H19

48.248.248.2

H20

45.945.945.9

H21

47.447.447.4

H22

47.347.347.3

H23

48.048.048.0

H24

51.051.051.0

H25

52.252.252.2

H26

58.058.058.0

H27

大型事業大型事業がが集中集中
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0

20

40

60

80

100
（単位：億円）
町の借金の推移町の借金の推移

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0
（単位：億円）
町の貯金（主要４基金）の推移町の貯金（主要４基金）の推移

85.985.985.9 82.082.082.0
76.376.376.3 72.172.172.1 67.467.467.4 63.563.563.5 60.660.660.6 58.558.558.5 56.756.756.7

4.64.64.6 4.04.04.0
6.66.66.6

10.510.510.5
14.814.814.8

22.122.122.1
27.427.427.4

34.334.334.3

42.142.142.1

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

65.265.265.2

46.246.246.2

H26

H26

町町のの貯金貯金はは右肩上右肩上がりがり
一般会計58億円の　予算　を見る

町
の
借
金
と
貯
金

町
の
借
金
と
貯
金

　

町
の
借
金
（
一
般
会
計
の

町
債
）
の
26
年
度
末
の
見
込

額
は
65
億
１
５
０
４
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
て
８
億

４
９
０
４
万
円
、
15
％
増
加

し
ま
し
た
。
江
刈
小
学
校
校

舎
改
築
事
業
な
ど
で
、
借
入

金
が
増
え
ま
し
た
。
町
民
一

人
当
た
り
（
27
年
３
月
末
の

人
口
・
６
７
９
６
人
）、
約
96

万
円
に
な
り
ま
す
。

　

町
の
貯
金
（
※
主
要
４
基

金
）
の
26
年
度
末
の
見
込
額

は
46
億
１
７
６
４
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
５
億
６
２

４
８
万
円
、
13
・
９
％
増
加

し
ま
し
た
。
町
民
一
人
当
た

り
、約
68
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

町
の
貯
金
と
借
金
の
推
移

は
、左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

27年度一般会計予算を町民一人当たりにすると （家計簿に例えると･･･）
繰出金 9.4％
子供への仕送り
81,000円

負担金等 19.1％
年金･保険料等
163,000円

物件費 18.7％
光熱水費等
159,000円

建設事業費 21.5％
家の増改築等
184,000円

公債費 11.1％
住宅ローン等
94,000円

扶助費 6.8％
医療費等
58,000円

人件費 13.4％
食費
115,000円(　　　　　)

昨年より増改築の
費用だけが
増えたね

854,000円
27年3月末の人口

6,796人

民生費
11億33万円
19.0％

民生費
11億33万円
19.0％

民生費
11億33万円
19.0％

歳入歳出

衛生費
12億1528万円
20.9％

衛生費
12億1528万円
20.9％

衛生費
12億1528万円
20.9％

［26年度：7億7795万円］［26年度：7億7795万円］［26年度：7億7795万円］

総務費
9億2042万円
15.8％

総務費
9億2042万円
15.8％

総務費
9億2042万円
15.8％

農林水産業費
6億6090万円
11.4％

農林水産業費
6億6090万円
11.4％

農林水産業費
6億6090万円
11.4％

公債費
（借金の返済額）
6億4256万円
11.1％

公債費
（借金の返済額）
6億4256万円
11.1％

公債費
（借金の返済額）
6億4256万円
11.1％

土木費
3億9846万円
6.9％

土木費
3億9846万円
6.9％

土木費
3億9846万円
6.9％

消防費
2億7764万円　4.8％
消防費
2億7764万円　4.8％
消防費
2億7764万円　4.8％

その他の経費
8245万円　1.4％
その他の経費
8245万円　1.4％
その他の経費
8245万円　1.4％

議会費
7514万円
1.3％

議会費
7514万円
1.3％

議会費
7514万円
1.3％

町税
4億6375万円
8.0％

町税
4億6375万円
8.0％

町税
4億6375万円
8.0％

諸収入
9669万円
1.7％

諸収入
9669万円
1.7％

諸収入
9669万円
1.7％
分担金及び負担金
6232万円
1.1％

分担金及び負担金
6232万円
1.1％

分担金及び負担金
6232万円
1.1％
その他の自主財源
1億8352万円
3.1％

その他の自主財源
1億8352万円
3.1％

その他の自主財源
1億8352万円
3.1％

地方交付税
30億1000万円
51.9％

地方交付税
30億1000万円
51.9％

地方交付税
30億1000万円
51.9％

町債（町の借金）
9億7170万円
16.8％

町債（町の借金）
9億7170万円
16.8％

町債（町の借金）
9億7170万円
16.8％

国庫支出金
3億8266万円
6.6％

国庫支出金
3億8266万円
6.6％

国庫支出金
3億8266万円
6.6％

県支出金
4億8393万円
8.3％

県支出金
4億8393万円
8.3％

県支出金
4億8393万円
8.3％

地方譲与税
6000万円　1.0％
地方譲与税
6000万円　1.0％
地方譲与税
6000万円　1.0％

その他依存財源
8710万円　1.5％
その他依存財源
8710万円　1.5％
その他依存財源
8710万円　1.5％

自主財源
8億628万円
13.9％

自主財源
8億628万円
13.9％

自主財源
8億628万円
13.9％

依存財源
49億9539万円
86.1％

依存財源
49億9539万円
86.1％

依存財源
49億9539万円
86.1％

教育費
4億2849万円
7.4％

教育費
4億2849万円
7.4％

教育費
4億2849万円
7.4％

項　　　目 摘　　　　要

自
主
財
源

（
町
が
自
力
で
収
入

で
き
る
お
金　
　

）

町税 町民税や固定資産税など、町民の皆
さんからの税金

諸収入 町税等の延滞金や預金利子など

分担金及び
負担金

保育所や老人ホームなどの利用者が
負担するお金

その他の
自主財源

使用料、手数料など他の収入科目に
含まれないお金

依
存
財
源

（
国
・
県
な
ど
か
ら
、
交
付
、

割
り
当
て
ら
れ
る
お
金　

）

地方交付税 町の財政需要の状況により、国から
配分されるお金

町債 事業を行うために国や金融機関など
から借りるお金

国庫支出金 事業を行うために国からもらうお金

県支出金 事業を行うために県からもらうお金

地方譲与税 自動車重量税など国税から町に配分
されるお金

その他の
依存財源

地方消費税交付金、利子割交付金、
交通安全対策特別交付金など

項　　目 摘　　　　要

衛生費 保健・衛生・環境などの事務に充てる経費

民生費 高齢者や障がい者、保育所の運営など社会保
障に充てる経費

総務費 町の財産管理や町税の事務などに充てる経費

農林水産業費 農林・畜産業の振興などに充てる経費

公債費 事業のために国などから借りたお金の元利償
還金

教育費 小・中学校の運営や社会教育・体育事業などに
充てる経費

土木費 道路・公園・河川などの建設や維持管理に充て
る経費

消防費 防災や災害時の活動などに充てる経費

その他の経費 商工費、労働費、諸支出金、予備費などの経
費

議会費 議会の運営に充てる経費

11年ぶりに
55億円を
超えました。

※
主
要
４
基
金

・
財
政
調
整
基
金

・
町
債
減
債
基
金

・
地
域
づ
く
り
振
興
基
金

・
公
共
施
設
等
整
備
基
金

平成27年４月22日発行No.170平成27年４月22日発行No.170

衛生費が56％増加衛生費が56％増加
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この事業にこの事業に

　妊婦検診での交通費や出産準備に必要な経費として、
１人５万円助成します。

　築52年経過した江刈小学校を改築します。27年度に
実施設計と解体工事を実施。28年度末の完成を目指し
ます。

　記念式典や記念イベント　　の開催、オリジナルソング
や記念品を作成します。

　乳幼児、児童生徒の医療費助成を、中学校卒業ま
でから高校卒業までに拡充します。

　築21年経過した既存施設の、焼却炉などの大規模
改修。平成41年度の、ごみ処理の広域化に向けて、
施設の延命化を図ります。

　平成28年度に開催される「希望郷いわて国体」
に向けて、総合運動公園野球場を改修します。

　27年10月に北海道安
あ

平
びら

町で開催される、全日
本ホルスタイン共進会の出品者に対する助成。

予算額
170万円

予算額
６億　　　
5894万円
（２カ年の予算）

予算額
2500万円

予算額
100万円

予算額
３億　　　
9000万円

予算額
500万円

予算額
100万円

「葛
くず

巻
まき

町
まち

」と言う名の
宝箱から、貴重な宝物が

飛び出たぞ～

平成27年４月22日発行No.170平成27年４月22日発行No.170

マタニティーライフサポート事業マタニティーライフサポート事業江刈小学校校舎改築事業江刈小学校校舎改築事業 葛巻町60周 年記念事業葛巻町60周 年記念事業

高校生医療費助成事業高校生医療費助成事業清掃センター大規模改修事業清掃センター大規模改修事業

総合運動公園野球場改修事業総合運動公園野球場改修事業全日本ホルスタイン共進会出品対策補助金全日本ホルスタイン共進会出品対策補助金

　平成27年度の、主な新規事業を
お知らせします。注目注目!!
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27年度予算を検証27年度予算を検証

町
消
防
団
員
の

新
た
な
確
保
策
は

農
業
委
員
会
研
修

海
外
の
視
察
先
は

公
民
館
図
書

購
入
方
法
は

国
民
健
康
保
険

加
入
状
況
は

新
葛
巻
病
院

医
師
体
制
は

ふ
る
さ
と
納
税

周
知
の
方
法
は

町
の
駅
に
ス
ロ
ー
プ

設
置
の
考
え
は

妊
婦
助
成
事
業

支
給
方
法
は

工
事
期
間
中
の

可
燃
ご
み
処
理
は

未
利
用
施
設

解
体
計
画
は

総
務

企
画

農　

業

委
員
会

教　

育

委
員
会

国
保

会
計

葛
巻

病
院

総
務

企
画

総
務

企
画

健
康

福
祉

農
林

環
境

総
務

企
画

　
　

消
防
団
員
確
保
対
策
助

成
金
事
業
の
内
容
は
。

　
　

消
防
団
員
の
確
保
に
向

け
て
、
各
分
団
に
対
し
充
足

率
な
ど
に
応
じ
て
活
動
費
を

助
成
し
ま
す
。分
団
当
た
り
、

８
〜
10
万
円
程
度
助
成
し
ま

す
。

　
　

農
業
委
員
会
が
４
月
に

実
施
す
る
海
外
研
修
の
視
察

先
は
。

　
　

視
察
先
は
ス
イ
ス
で
、

５
泊
７
日
の
日
程
で
す
。
主

な
研
修
内
容
は
、
山
地
酪
農

の
経
営
体
、
環
境
保
護
や
農

村
の
景
観
保
護
な
ど
の
取
り

組
み
を
視
察
す
る
計
画
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
ス
イ
ス
の
遊

休
農
地
は
少
な
い
現
状
で
す

　
　

公
民
館
の
図
書
の
購
入

方
法
は
。

　
　

町
民
の
皆
さ
ん
や
小
中

学
校
な
ど
か
ら
の
要
望
や
、

担
当
職
員
が
様
々
な
情
報
を

収
集
し
な
が
ら
、
総
合
的
に

判
断
し
て
購
入
し
て
い
ま

す
。

　
　

国
保
の
加
入
状
況
や
被

保
険
者
の
状
況
は
。

　
　

国
保
加
入
者
は
、
年
々

４
％
程
度
の
減
少
で
、
農
業

者
の
加
入
が
以
前
よ
り
減
っ

て
い
ま
す
。
加
入
率
は
38
％

で
、
県
内
で
は
４
番
目
に
高

い
状
況
で
す
。

　
　

新
葛
巻
病
院
の
医
師
体

制
は
。

　
　

新
病
院
の
診
療
科
は
、

外
科
、
内
科
、
小
児
科
、
産

婦
人
科
、
眼
科
で
、
常
勤
医

師
５
〜
６
人
の
体
制
を
、
今

後
も
維
持
す
る
考
え
で
す
。

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

の
周
知
の
方
法
は
。

　
　

町
の
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
周
知
し
て
い

ま
す
。
26
年
度
か
ら
寄
付
を

さ
れ
た
方
に
、
町
の
特
産
品

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　
　

町
の
駅
く
ず
ま
き
に
ス

ロ
ー
プ
が
無
い
た
め
、
シ
ル

バ
ー
カ
ー
の
上
げ
下
ろ
し
な

ど
不
便
で
す
。
設
置
の
考
え

は
あ
り
ま
す
か
。

　
　

利
便
性
の
向
上
か
ら
、

ス
ロ
ー
プ
の
必
要
性
を
認
識

し
て
い
ま
す
。
早
い
段
階
に

改
善
す
る
方
向
で
検
討
し
ま

す
。

　
　

マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
事
業
は
、
く
ず
ま
き

商
品
券
で
の
助
成
で
す
か
。

県
内
自
治
体
に
同
様
な
制
度

が
あ
り
ま
す
か
。

　
　

若
い
人
た
ち
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
し
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
む
こ
と
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る

事
業
で
す
。
出
産
の
準
備
に

　
　

清
掃
セ
ン
タ
ー
改
修
工

事
期
間
中
の
、
可
燃
ご
み
の

処
理
方
法
は
。
町
の
リ
サ
イ

ク
ル
の
現
状
は
。

　
　

改
修
工
事
期
間
は
、
５

カ
月
の
見
込
み
で
す
。
こ
の

間
の
可
燃
ご
み
の
処
理
は
、

八
幡
平
市
の
焼
却
施
設
に
処

理
を
依
頼
す
る
予
定
で
す
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
、
生

ご
み
の
分
別
収
集
な
ど
を
進

め
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
30
％

以
上
を
維
持
し
、
県
下
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
高
い
水
準

で
す
。

　
　

未
利
用
公
共
施
設
の
解

体
撤
去
工
事
の
計
画
は
。

　
　

解
体
を
予
定
し
て
い
る

施
設
は
、
次
の
表
の
と
お
り

で
す
。
27
年
度
で
、
当
初
計

画
し
た
公
共
施
設
の
解
体
が

終
了
し
ま
す
。

　

27
年
度
一
般
会
計
と
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て
、
賛
成

の
立
場
で
討
論
し
ま
す
。

　

27
年
度
予
算
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
三
つ
の
重
点
施
策
、

「
安
心
し
て
住
み
続
け
た
い

ま
ち
づ
く
り
」、「
夢
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
」、「
誇
り
を
持

て
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
達
成

に
向
け
、
各
分
野
の
施
策
目

標
や
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
足
り
る
財
源
を
集
中
し

た
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
事
業

の
バ
ラ
ン
ス
が
調
整
さ
れ
た

予
算
で
す
。

　

主
な
事
業
で
は
、
清
掃
セ

ン
タ
ー
大
規
模
改
修
、
江
刈

小
学
校
校
舎
改
築
な
ど
の

ハ
ー
ド
事
業
、
生
活
環
境
の

整
備
と
し
て
水
洗
化
普
及
支

援
事
業
を
継
続
、
拡
充
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
葛
巻
町
60
周
年
記

念
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
、
子

育
て
環
境
の
充
実
や
医
療
費

助
成
を
高
校
生
ま
で
拡
大
を

図
っ
て
い
ま
す
。
葛
巻
高
校

山
村
留
学
事
業
は
、
学
校
教

育
の
充
実
を
図
り
、
子
供
た

ち
が
将
来
の
夢
を
持
て
る
機

会
を
拡
大
す
る
も
の
で
す
。

　

特
別
会
計
で
は
、
新
葛
巻

病
院
の
改
築
事
業
が
、
い
よ

い
よ
目
に
見
え
る
形
で
進
み

始
め
ま
す
。

　

27
年
度
当
初
予
算
は
、
葛

巻
ら
し
い
一
歩
先
を
行
く
取

り
組
み
を
実
践
し
、
50
年
後

も
町
に
誇
り
を
持
ち
、
こ
の

町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思

え
る
町
の
実
現
に
向
け
、
そ

の
足
掛
か
り
と
し
て
着
実
に

前
進
す
る
内
容
で
す
。

山
崎　

邦
廣 

議
員

反
対
討
論
な
し

消防団による規律訓練大会

～輝くふるさと常任委員会～

　３月12日と13日に、27年度
当初予算の審査を行いました。
　主な質疑の内容をお知らせし
ます。

一 般
会 計

特 別
会 計

問問

問

問問

問

問

問

問

問

答答

答

答答

答

答

答

答

答

町民が読みたい本を選ぶセレクトブックコーナー（本まつり）

賛
成
討
論

賛
成
討
論
（
要
約
）

平成27年４月22日発行No.170平成27年４月22日発行No.170

27年度解体予定の公共施設

１　社会体育館の旧浄化槽

２　五日市小学校教員住宅

３　小屋瀬小学校教員住宅

必
要
な
衣
類
な
ど
の
経
費
や

交
通
費
へ
の
助
成
を
想
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
現
金
で
支

給
し
ま
す
。

　

交
通
費
を
助
成
し
て
い
る

事
例
は
あ
り
ま
す
が
、
出
産

準
備
経
費
へ
の
助
成
は
県
内

で
初
め
て
だ
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

住住みみ続続けたいけたいまちまちづくりのづくりの施策施策をを聴聴くく

の
で
、
そ
の
事
例
も
研
修
す

る
予
定
で
す
。
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な
お
、
既
存
の
事
業
で
実

施
で
き
る
も
の
は
、
新
年
度

か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

柴
しば

田
た

 勇
いさ

雄
お

 議員

問

答

新葛巻型酪農構想の特色は

リーディング牧場の創設など
辰
たつ

柳
やなぎ

 敬
けい

一
いち

 議員

　
　
　

新
葛
巻
型
酪
農
構
想

の
特
色
や
進
行
状
況
、
実
現

に
向
け
て
の
課
題
を
伺
い
ま

す
。

　
　
　

本
町
の
酪
農
は
、
平

成
15
年
に
年
間
４
万
２
８
６

７
ト
ン
で
あ
っ
た
生
乳
生
産

が
、
平
成
25
年
に
は
３
万
５

８
３
３
ト
ン
ま
で
減
少
し
ま

し
た
。
搾
乳
農
家
数
も
２
４

０
戸
か
ら
１
５
７
戸
に
減
少

す
る
な
ど
、
厳
し
い
経
営
環

境
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
現
状
を
打
破
し
て
新

た
な
方
向
性
を
見
い
だ
す
た

め
に
、「
新
葛
巻
型
酪
農
構

想
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

を
立
ち
上
げ
、
新
酪
農
振
興

の
指
針
と
な
る
「
新
葛
巻
型

酪
農
構
想
」
の
策
定
を
進
め

て
い
ま
す
。
構
想
の
目
指
す

目
標
に
「
効
率
的
か
つ
合
理

的
な
生
産
と
酪
農
の
高
付
加

価
値
化
」
を
掲
げ
、
こ
れ
を

実
現
す
る
た
め
に
、
①
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
牧
場
（
地
域
の
モ

デ
ル
と
な
る
牧
場
）
の
創
設
、

②
畜
ふ
ん
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ

る
熱
源
供
給
、
③
公
共
牧
場

の
機
能
強
化
、
④
作
業
外
部

化
組
織
の
育
成
、
⑤
個
別
経

営
体
の
規
模
拡
大
支
援
の
施

策
を
推
進
し
、
酪
農
生
産
体

制
の
強
化
を
図
る
考
え
で
す
。

　

一
方
で
、
こ
の
構
想
を
全

て
実
現
す
る
た
め
に
は
約
１

３
０
億
円
の
事
業
費
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
酪
農
家
の
財

政
負
担
が
大
き
く
な
る
こ
と

が
課
題
で
す
。
そ
の
た
め
、

国
や
県
の
支
援
が
不
可
欠
な

こ
と
か
ら
、
農
林
水
産
省
を

訪
問
し
事
業
の
実
現
に
向
け

て
要
請
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
要
望
を
続

け
ま
す
。

海外酪農視察研修で説明を受ける
参加者ら（アメリカニューヨーク州）

一般質問
　３月９日に、４議員が一般質問を行いました。一般質問は、町の行政全般にわたり、事
務の執行状況や将来の方針などを幅広い視点から報告や説明を求め質問します。
　議員の質問できる時間は、１時間以内です。
　議事録の内容は、町のホームページと議会事務局で閲覧ができます。

～ 今ここが聞きたい ～

第
１
期
工
区
は
、
26
年
度
予

定
し
た
道
路
拡
幅
の
路
体
盛

土
に
着
手
し
、
約
５
０
０
ｍ

区
間
の
施
工
を
完
了
。
用
地

取
得
、
物
件
移
転
補
償
も
一

部
を
残
し
お
お
む
ね
終
了
。

第
２
期
工
区
は
、
用
地
調
査

と
地
権
者
の
土
地
境
界
確
認

を
終
え
、
用
地
交
渉
の
準
備

を
進
め
ま
す
。

　

連
絡
道
整
備
は
、
改
良
後

の
通
行
量
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
と
と
も
に
事
故
発
生
時

の
対
応
や
有
事
の
際
の
迂
回

路
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
か

ら
、
今
後
整
備
の
検
討
を
進

め
ま
す
。
浦
子
内
入
口
と
大

橋
周
辺
の
拡
幅
整
備
は
、
今

年
度
概
略
設
計
調
査
と
地
権

者
な
ど
へ
の
説
明
会
を
開
催

し
、
大
橋
の
架
け
替
え
を
含

め
た
ル
ー
ト
選
定
に
向
け
た

整
備
を
行
い
ま
す
。
町
裏
線

は
、
流
雪
溝
機
能
と
充
実
し

た
道
路
改
良
工
事
費
を
27
年

度
当
初
予
算
に
計
上
し
、
整

備
し
ま
す
。

問

答

町民の国体参加体制の構築は

町民が運営に関わる場面を設定
　
　
　

国
内
最
大
の
ス
ポ
ー

ツ
の
祭
典
「
国
体
」
が
、
28

年
度
当
町
で
初
め
て
開
催
さ

れ
ま
す
。
現
時
点
で
当
町
の

国
体
へ
の
取
り
組
み
状
況
が

見
え
な
く
、
町
民
や
各
種
団

体
な
ど
に
戸
惑
い
が
あ
り
ま

す
。
町
民
総
ぐ
る
み
の
国
体

参
加
体
制
づ
く
り
の
構
築
を

伺
い
ま
す
。

　
　
　

町
で
は
、
26
年
３
月

に
「
希
望
郷
い
わ
て
国
体
葛

巻
町
実
行
委
員
会
」
を
設
置

し
、
町
野
球
協
会
、
体
育
協

会
な
ど
の
関
係
団
体
と
連
携

し
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
事
業
内
容
は
こ
れ

か
ら
お
知
ら
せ
し
、
協
力
体

制
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

　

自
治
会
、
学
校
、
企
業
な

ど
に
よ
る
「
花
い
っ
ぱ
い
運

動
」
や
「
歓
迎
の
ぼ
り
」、「
街

路
灯
へ
の
フ
ラ
ッ
グ
」
の
掲

揚
、「
町
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
運
営
ス
タ
ッ
フ
」
の
募
集

な
ど
を
行
い
町
内
環
境
美
化
、

観
光
案
内
、
お
も
て
な
し
気

運
の
醸
成
に
努
め
ま
す
。

　

野
球
場
に
は
小
中
学
生
や

高
校
生
に
よ
る
学
校
単
位
で

の
応
援
対
応
も
考
え
、
ま
た
、

町
民
の
野
球
場
ま
で
の
送
迎

は
循
環
バ
ス
を
運
行
し
、
利

便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

野
球
場
は
国
体
競
技
施
設

基
準
を
満
た
し
て
い
ま
す
が
、

27
年
度
は
球
場
内
の
塗
装
や

芝
生
の
養
生
を
行
い
、
国
体

時
に
は
仮
設
テ
ン
ト
な
ど
の

応
急
設
備
も
考
え
て
い
ま
す
。

２
０
１
４
長
崎
国
体
で
地
域
の
婦
人

会
の
方
が
、
特
産
品
の
試
食
を
振
る

舞
う
様
子

答 答問 問
大
橋
か
ら
役
場
裏
間

用
地
交
渉
を
進
め
る

３
期
目
も
引
き
続
き

町
政
を
担
う
決
意

茶
屋
場
田
子
線

今
後
の
見
通
し
は

鈴
木
町
政
３
期
目

続
投
の
考
え
は

一般質問

　

国
体
は
、
町
の
情
報
を
発

信
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、

町
民
が
国
体
運
営
に
関
わ
る

こ
と
で
協
働
意
識
の
向
上
や

健
康
・
体
力
づ
く
り
へ
の
関

心
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
　
　

町
道
茶
屋
場
田
子
線

の
事
業
の
進
行
状
況
と
、
今

後
の
事
業
見
通
し
は
。
ま
た
、

同
路
線
を
結
ぶ
連
絡
道
整
備

計
画
、
浦
子
内
入
口
・
大
橋

周
辺
拡
幅
整
備
、
町
裏
線
の

具
体
的
な
改
修
計
画
を
伺
い

ま
す
。

議
員

議
員

議
員

議
員

町
長

町
長

町
長

町
長

　
　
　

鈴
木
町
政
２
期
８
年

の
評
価
と
、
３
期
目
を
ど
う

考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
　

町
づ
く
り
に
お
け
る

３
つ
の
重
点
施
策
を
掲
げ
、

２
期
目
の
町
政
を
担
当
し
ま

し
た
。

　
「
安
心
し
て
住
み
続
け
た

い
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、

情
報
通
信
基
盤
の
整
備
や

１
０
０
円
バ
ス
の
運
行
な

ど
、
町
民
が
「
安
心
」
し
て

暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
し
た
。「
夢
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
」
の
取
り
組
み

で
は
、
移
住
・
定
住
奨
励
金

の
創
設
、
保
育
料
の
無
料
化

な
ど
、
生
活
に
ゆ
と
り
を
つ

く
り
「
夢
」
を
持
っ
て
活
動

で
き
る
町
を
目
指
し
て
き
ま

し
た
。「
誇
り
を
持
て
る
ま

ち
づ
く
り
」
の
取
り
組
み
と

し
て
、
山
村
に
あ
る
力
や
魅

力
を
全
国
に
情
報
発
信
し
、

都
市
と
山
村
の
絆
と
交
流
を

深
め
「
誇
り
」
に
思
え
る
山

村
の
モ
デ
ル
と
な
る
町
づ
く

り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
「
山
村
の
モ
デ
ル
と
な
る

町
づ
く
り
」
の
取
り
組
み
に

手
応
え
を
感
じ
、
軌
道
に
乗

り
始
め
て
い
ま
す
。
そ
の
ス

ピ
ー
ド
を
加
速
さ
せ
、
町
民

が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
町
づ

く
り
に
取
り
組
み
た
い
思
い

が
強
く
、
引
き
続
き
町
政
を

担
う
決
意
を
固
め
ま
し
た
。

　
　
　

本
路
線
の
改
良
区
間

は
、
茶
屋
場
交
差
点
か
ら
大

橋
ま
で(

９
５
５
ｍ)

が
第
１

期
工
区
、
大
橋
か
ら
役
場
裏

ま
で(

８
５
５
ｍ)

が
第
２
期

工
区
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
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育
児
相
談
の
関
係
で
は
、

各
種
乳
幼
児
教
室
の
開
催
、

家
庭
訪
問
や
電
話
相
談
な
ど

幼
児
の
発
育
や
病
気
の
と
き

の
対
応
、
予
防
接
種
な
ど
の

相
談
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

育
児
や
し
つ
け
相
談
で
は
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
保

育
士
に
よ
る
対
応
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

27
年
度
か
ら
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
、
子
育
て
に
関

す
る
助
成
制
度
、
保
育
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
掲
載
し
た
「
子

大
おお

平
ひら

　守
まもる

 議員

問

答

育児相談など充実の考えは

柔軟な相談体制の構築を検討
山
やま

崎
ざき

 邦
くに

廣
ひろ

 議員

　
　
　

町
民
や
移
住
者
な
ど

の
安
心
を
向
上
す
る
た
め
に
、

心
の
相
談
や
育
児
相
談
の
態

勢
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
担

当
職
員
の
勤
務
、
居
住
環
境

の
万
全
が
必
要
と
考
え
ま
す

が
、
町
の
取
り
組
み
状
況
を

伺
い
ま
す
。

　
　
　

人
口
減
少
対
策
の
一

環
と
し
て
、
21
年
３
月
か
ら

移
住
定
住
者
向
け
の
奨
励

金
・
助
成
金
制
度
の
創
設
の

ほ
か
、
定
住
促
進
住
宅
の
整

備
な
ど
受
け
入
れ
態
勢
の
強

化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。　

こ
の
６
年
間
で
、
41
組
１
０

５
人
の
移
住
者
を
受
け
入
れ
、

う
ち
18
組
が
45
歳
未
満
の
若

者
移
住
者
で
す
。
45
歳
未
満

の
新
婚
夫
婦
に
贈
る
新
婚
ラ

イ
フ
サ
ポ
ー
ト
金
は
、
23
年

度
の
制
度
創
設
以
降
、
計
42

組
の
カ
ッ
プ
ル
に
支
給
し
ま

し
た
。
今
後
、
地
方
創
生
に

関
連
し
た
取
り
組
み
を
よ
り

一
層
推
進
し
、
移
住
定
住
者

の
増
加
を
図
る
考
え
で
す
。

　

現
在
、
町
が
行
っ
て
い
る

心
の
相
談
事
業
に
、「
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」、「
こ

こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
連
絡

会
」、「
自
殺
対
策
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
に
よ
る

自
殺
予
防
対
策
の
ほ
か
、
健

診
未
受
診
者
を
対
象
と
し
た

「
う
つ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」、

「
地
域
安
心
生
活
支
援
員
」、

自
治
会
を
中
心
と
し
た
組
織

の
「
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
事
業
な
ど
に
よ
り
、

要
援
護
者
の
見
守
り
や
相
談

支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

定期的に開催している子育てサロン

一般質問

　
　
　

堤
防
の
法
面
を
利
用

し
た
景
観
的
創
造
を
構
築
す

る
場
合
、
県
と
協
議
が
必
要

で
す
。
堤
防
の
構
造
上
の
要

件
や
設
置
後
の
管
理
を
十
分

に
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
法
面
の
活
用
に
は
、
さ

ら
に
検
討
を
要
す
る
と
考
え

ま
す
。

　

遊
歩
道
や
散
策
路
の
設
置

も
県
と
協
議
が
必
要
で
す
。

現
在
の
設
計
路
面
構
造
は
、

車
道
に
連
続
し
た
歩
行
空
間

と
し
て
幅
１
〜
２
ｍ
を
確
保

す
る
構
造
で
、
こ
の
空
間
を

利
用
し
た
散
策
や
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
が
可
能
と
考
え
ま
す
。

　

本
路
線
の
整
備
計
画
は
、

国
道
２
８
１
号
茶
屋
場
交
差

点
か
ら
役
場
裏
の
町
道
下
町

田
子
線
接
続
部
ま
で
の
延
長

１
８
１
０
ｍ
で
す
。
地
権
者

と
の
交
渉
を
進
め
計
画
の
概

要
が
固
ま
り
次
第
、
建
設
予

想
図
を
公
表
す
る
考
え
で
す
。

問

答

新病院完成予想図の公表は

基本設計完了後に町民に周知
　
　
　

新
葛
巻
病
院
の
建
設

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

基
本
設
計
の
進
行
状
況
は
。

　
　
　

町
で
は
、
昨
年
12
月

に
設
計
業
者
と
業
務
委
託
契

約
を
締
結
し
、「
町
民
に
親

し
ま
れ
る
病
院
」
を
施
設
整

備
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
調
整
を

進
め
、
26
年
度
内
で
基
本
設

計
が
完
了
す
る
見
込
み
で
す
。

　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ス
ペ
ー
ス
設
置
の
考
え
は
。

　
　
　

新
病
院
は
、「
安
心

の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」、

「
安
ら
ぎ
と
く
つ
ろ
ぎ
の
あ

る
空
間
づ
く
り
」、「
町
民
が

誇
れ
る
病
院
」
と
い
っ
た
３

つ
の
大
き
な
視
点
で
基
本
設

計
の
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス

ペ
ー
ス
に
は
、
集
い
の
空
間

や
当
町
出
身
の
漆
芸
家
の
作

品
展
示
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
設

け
、
地
域
住
民
や
病
院
利
用

者
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
と
し
て
利
用
で
き
る
空

間
づ
く
り
を
基
本
に
設
計
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
　
　

完
成
予
想
図
、
施
設

内
見
取
り
図
な
ど
の
公
開
掲

示
の
予
定
は
。

　
　
　

基
本
設
計
完
了
後
の

早
い
時
期
に
、
施
設
外
観
な

ど
の
完
成
予
想
図
や
建
物
内

部
の
配
置
図
な
ど
を
、
広
報

誌
や
く
ず
ま
き
テ
レ
ビ
を
通

じ
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

新葛巻病院の建設予定地

答

問

約
２
ｍ
の
歩
行
空
間

確
保
す
る
計
画

茶
屋
場
田
子
線

遊
歩
道
の
整
備
は

一般質問

育
て
世
帯
向
け
の
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
、
支
援

策
の
充
実
と
周
知
の
徹
底
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
相
談
に

関
す
る
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や

件
数
の
増
加
が
、
今
後
、
想

定
さ
れ
て
い
く
こ
と
か
ら
、

柔
軟
な
相
談
体
制
の
構
築
に

向
け
た
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

現
在
、
町
の
人
口
に
対
す

る
保
健
師
の
配
置
数
は
７
名

で
、
県
内
で
も
か
な
り
高
い

配
置
状
況
で
す
。
一
方
で
、

相
談
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が

多
様
化
・
複
雑
化
し
て
き
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
制
度

改
正
、
災
害
発
生
時
に
お
け

る
要
援
護
者
へ
の
対
応
な
ど
、

保
健
師
や
担
当
職
員
に
求
め

ら
れ
る
職
務
も
多
様
化
、
複

雑
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
新
規
事
業
や
制
度
改

正
な
ど
に
よ
る
事
業
量
を
的

確
に
把
握
し
、
人
員
配
置
や

体
制
の
調
整
を
進
め
る
考
え

で
す
。

　
　
　

町
道
茶
屋
場
田
子
線

の
整
備
で
法
面
を
活
用
し
た

新
た
な
町
の
景
観
創
造
、
遊

歩
道
の
散
策
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ロ
ー
ド
な
ど
の
整
備
の
考
え

は
。
ま
た
、
建
設
予
想
図
の

公
開
掲
示
の
予
定
は
。

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長
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定 例 会 議 な ど で定 例 会 議 な ど で
決 ま っ た こ と決 ま っ た こ と

補

正

予

算

補

正

予

算

人

事

案

件

人

事

案

件

　

一
般
会
計
に
11
億
８
１
８

３
万
円
追
加
し
、
総
額
を
71

億
６
２
０
２
万
円
と
し
ま
し

た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、

国
の
経
済
対
策
に
よ
る
交
付

金
と
し
て
、
１
億
５
４
２
８

万
円
の
収
入
が
あ
り
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
江
刈
小
学
校
校

舎
改
築
事
業
費
６
億
４
９
８

９
万
円
、
総
合
運
動
公
園
改

修
事
業
費
１
億
９
５
２
４
万

円
が
主
な
内
容
で
す
。

　

各
会
計
の
補
正
額
と
主
な

予
算
の
使
い
み
ち
は
、
上
の

表
の
と
お
り
で
す
。

総合運動公園多目的グランドの完成予想図

江
刈
小
学
校

改
築
計
画
は

乳
製
品
加
工
施
設

整
備
の
内
容
は

教　

育

委
員
会

農
林

環
境

　
　

江
刈
小
学
校
の
改
築
計

画
の
内
容
と
、
工
事
期
間
中

の
授
業
場
所
は
。

　
　

27
年
度
に
解
体
工
事
、

28
年
度
の
春
に
工
事
着
工

し
、
29
年
１
月
の
完
成
を
目

指
し
ま
す
。
工
事
期
間
中

は
、
江
刈
中
学
校
の
空
き
教

室
を
利
用
し
て
授
業
を
行
い

ま
す
。

　
　

乳
製
品
加
工
施
設
整
備

事
業
の
内
容
は
。

　
　

新
た
な
６
次
産
業
化
事

業
と
し
て
、
バ
タ
ー
工
房
と

脱
脂
乳
を
使
っ
た
菓
子
工
房

を
、
畜
産
開
発
公
社
に
整
備

を
進
め
ま
す
。こ
の
施
設
で
、

３
人
程
度
の
雇
用
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

問問 答答

　

３
月
定
例
会
議
な
ど
で
、
26
年
度
補
正

予
算
の
審
議
が
行
わ
れ
、
原
案
ど
お
り

『
決
定
』
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

築
52
年
江
刈
小
学
校

改
築
工
事
始
ま
る

2626年度補正予算年度補正予算
会　計　名 補正額 補正後の予算額

一　般　会　計 11億8183万円 71億6202万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 4646万円 11億9231万円
簡易水道事業 △1093万円 5億5264万円
農業集落排水事業 2万円 2億 78万円
後期高齢者医療事業 273万円 7417万円
病院事業(収益的収支) 62万円 13億8753万円

《主な予算の使いみち》＊次の事業は27年度への繰り越し事業です。

■ 江刈小学校校舎改築事業………………６億4989万円
■ 総合運動公園改修事業…………………１億9524万円
■ 国の経済対策による交付金事業……………6528万円
　地方版総合戦略策定業務、プレミアム付き商品券発行事業
　公衆無線ネットワークシステム整備事業、雇用促進奨励金など
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定 例 会 議 な ど で定 例 会 議 な ど で
決 ま っ た こ と決 ま っ た こ と

請請

  

願願

条
例
制
定
・
改
正

条
例
制
定
・
改
正

●
手
話
言
語
法
制
定
に
関
す

る
請
願

【
紹
介
議
員
】

　
　

辰
柳 

敬
一 

議
員

　
　

山
崎 

邦
廣 

議
員

【
提
出
者
】

・
一
般
社
団
法
人
岩
手
県
聴
覚
障
害

　

者
協
会
長 

石
川
隆
（
盛
岡
市
）

・
岩
手
手
話
通
訳
問
題
研
究
会
長

　

小
田
嶋
夕
美
（
盛
岡
市
）

【
内
容
】
手
話
が
音
声
言
語

と
対
等
な
言
語
で
あ
る
こ
と

を
広
め
、
聞
こ
え
な
い
子
ど

も
が
手
話
を
身
に
付
け
、
手

話
で
学
び
、
自
由
に
手
話
が

つ
か
え
、
手
話
を
言
語
と
し

て
普
及
研
究
で
き
る
環
境
整

備
を
目
的
と
し
た
「
手
話
言

語
法
（
仮
称
）」
の
早
急
制

定
を
求
め
る
も
の
。

【
審
査
結
果
】
審
査
で
は
、

岩
手
県
聴
覚
障
害
者
協
会
盛

岡
支
部
長
の
菊
池
る
り
子
さ

ん
、
岩
手
手
話
通
訳
問
題
研

究
会
事
務
局
長
の
七
木
田
か

お
る
さ
ん
が
参
考
人
と
し
て

●
看
護
職
員
等
養
成
修
学
資

金
貸
付
条
例

　

町
の
医
療
施
設
な
ど
で
、

看
護
師
な
ど
の
技
術
職
員
と

し
て
従
事
し
よ
う
と
す
る
人

へ
の
修
学
資
金
の
貸
付
制
度

を
、新
た
に
制
定
し
ま
し
た
。

●
議
員
報
酬
、
常
勤
特
別
職

の
給
与
な
ど
の
条
例
改
正

　

議
員
報
酬
額
な
ど
を
、
４

月
１
日
か
ら
引
き
上
げ
し
ま

し
た
。
主
な
改
正
内
容
は
左

の
表
の
と
お
り
で
す
。

本
会
議
場
で
、
請
願
の
趣
旨
を
手
話
で
伝
え
る

菊
池
さ
ん
（
左
）、
手
話
を
通
訳
す
る
七
木
田
さ
ん
（
右
）

　

３
月
定
例
会
議
な
ど
で
、
条

例
の
制
定
や
一
部
改
正
、
請
願

な
ど
の
審
議
が
行
わ
れ
、
原
案

ど
お
り
『
決
定
』
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

請願請願のの思思いをいを手話手話でで伝伝えるえる

【
主
な
質
疑
】

⎛
｜
⎝

⎞
｜
⎠

出
席
し
、
手
話
で
請
願
の
趣

旨
説
明
を
し
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、「
手
話
は

音
声
言
語
の
代
わ
り
に
な
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手

段
で
あ
り
、
全
て
の
人
々
が

地
域
で
共
に
暮
ら
し
て
い
け

る
社
会
が
普
通
の
姿
で
あ

る
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　

審
査
の
結
果
提
出
さ
れ
た

請
願
は
、『
採
択
』
と
決
定
し
、

内
閣
総
理
大
臣
の
ほ
か
関
係

機
関
に
、
早
期
制
定
を
求
め

る
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

●
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
改
正

　

一
般
職
の
給
料
月
額
を
引

き
下
げ
し
、
行
政
職
給
料
表

に
６
級
を
新
設
し
ま
し
た
。

●
町
立
児
童
館
条
例
の
改
正

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
対

象
を
、
小
学
校
３
年
生
ま
で

か
ら
６
年
生
ま
で
に
拡
大
し

ま
す
。

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
（
再
任
）

　

村む
ら

木き

良り
ょ
う

悦え
つ

さ
ん
（
下
町
）

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

　

任
期
は
、
30
年
４
月
14
日

ま
で
で
す
。 ～「手話言語法（仮称）」の早期制定を要望～

　

こ
の
ほ
か
に
決
定
し

た
条
例
な
ど
の
内
容
は
、

16
ペ
ー
ジ
の
「
議
員
の

判
断
（
議
決
結
果
）」
を
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

名　　　　　　称 支給
形態

給料又は報酬（円）
改正前 改正後

町長 月額 675,000 690,000
副町長 月額 550,000 561,000
教育長 月額 529,000 534,000

町議会の議員
議長

月額
253,000 279,000

副議長 203,000 227,000
議員 188,000 211,000

農業委員会の委員
教育委員会の委員

会長
月額

29,000 32,000
職務代理 24,000 25,000
委員 22,000 23,000

監査委員
識見

年額
308,000 315,000

議選 253,000 260,000
選挙管理委員会の
委員

委員長
月額

12,000 15,000
委員 9,000 12,000

固定資産評価審査委
員会の委員

委員長
日額

5,500 6,000
委員 4,500 5,000

消　
　

防　
　

団

団長 年額 150,000 160,000

副団長
副団長 年額 105,000 110,000
本部長 年額 95,000 100,000

分団長、副本部長、隊長 年額 70,000 75,000
副分団長及び副隊長 年額 50,000 55,000
部長 年額 42,000 47,000
班長 年額 25,000 28,000
団員 年額 20,500 23,000



　

昨
年
11
月
に
、
輝
く
ふ
る

さ
と
常
任
委
員
会
（
鈴
木
満

委
員
長
）
が
実
施
し
た
台
湾

視
察
研
修
報
告
会
を
、
２
月

16
日
ふ
れ
あ
い
宿
舎
グ
リ
ー

ン
テ
ー
ジ
で
開
催
し
ま
し

た
。
議
員
の
ほ
か
、
觸
澤
副

町
長
、
視
察
で
添
乗
を
依
頼

し
た
Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄

道
・
菊
池
正
佳
社
長
ら
が
出

席
。
町
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
を
生
か
し
た
交
流

促
進
に
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
鈴
木
満
委

員
長
が
現
地
で
省
エ
ネ
に
取

1617

常
任
委
員
会

台
湾
視
察
報
告
会
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議 員 議 員 のの 判 断 判 断
○３月定例会議などで、議員の判断で決定した議案（※今回は賛否が分かれた議案はありませんでした）

議案等
番　号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名

件名と主な内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

議決
結果

山 

崎　

邦 

大 

平　
　

 

守

柴 

田　

勇 

雄

鈴 

木　
　

 
満

姉 

帯　

春 
治

小
谷
地
喜
代
治

山
岸　

は
る
美

辰 

柳　

敬 

一

高 

宮　

一 

明

中 

崎　

和 

久

議案1号 平成27年度葛巻町一般会計予算…予算額58億167万円。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案2号 平成27年度葛巻町国民健康保険事業勘定特別会計予算…予算額12億6160万円。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案3号 平成27年度葛巻町簡易水道事業特別会計予算…予算額5億9578万円。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案4号 平成27年度葛巻町農業集落排水事業特別会計予算…予算額1億9446万円。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案5号 平成27年度葛巻町後期高齢者医療事業特別会計予算…予算額7049万円。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案6号 平成27年度葛巻町国民健康保険病院事業会計予算…収益的収支の予算額９億9138万円。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案7号 平成26年度葛巻町一般会計補正予算（第６号）…９億８万円を追加して予算額を68億
8027万円に。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案8号 平成26年度葛巻町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）…4646万円を追加
して予算額を11億9231万円に。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案9号 平成26年度葛巻町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）…給水施設建設費の減額な
どにより、補正後の予算額を5億5264万円に。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案10号 平成26年度葛巻町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）…２万円を追加して補
正後の予算額を２億78万円に。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案11号 平成26年度葛巻町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）…273万円を追加し
て予算額を7417万円に。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案12号 平成26年度葛巻町国民健康保険病院事業会計補正予算（第３号）…病院建設費の増額な
どにより、収益的収支の予算額を13億8757万円に。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案13号 行政手続条例の一部を改正する条例…国民の権利利益保護の充実のための手続きを整備。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案14号 議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例…議会議員の報酬額の引き上げ。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案15号 非常勤特別職の職員の報酬に関する条例の一部を改正する条例…非常勤特別職（農業委員
会の委員など）の報酬額の引き上げ。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案16号 常勤特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例…常勤特別職（町長、副町長、
教育長）の給料額を引き上げ。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案17号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例…一般職の給料月額の引き下げ、
行政職給料表６級の新設など。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案18号 葛巻町職員費用弁償及び旅費支給条例の一部を改正する条例…国家公務員等の旅費に関す
る法律に準じて、赴任に係る旅費などを新たに規定。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案19号 葛巻町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例…道路占用料を平均で17％引き下げ。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案20号 葛巻町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例…消防団
員の報酬額を引き上げ。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案21号 葛巻町社会教育委員条例の一部を改正する条例…社会教育法の改正により、社会教育委員
の委嘱基準を条例で定める。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案22号 葛巻町保育の必要性の認定基準に関する条例…子ども子育て支援法の施行により、保育の
必要性の認定に関する基準を定める。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案23号 看護職員等養成修学資金貸付条例…町の医療施設等で、看護師等の技術職員として従事し
ようとする人への、修学資金の貸付制度を新たに制定。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案24号 教育長の勤務時間その他の勤務条件及び職務に専念する義務の特例に関する条例…教育長
の勤務時間、職務に専念する義務の特例などを整備。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案25号 養護老人ホーム葛葉荘に係る指定管理者の指定の変更に関し議決を求めることについて…
指定管理期間を１年間延長。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案26号 農業体験交流施設に係る指定管理者の指定の変更に関し議決を求めることについて…指定
管理期間を１年間延長。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案27号 葛巻町過疎地域自立促進計画の変更に関し議決を求めることについて…町の重要施策の追
加修正による計画の変更。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案28号 葛巻町辺地総合整備計画の変更に関し議決を求めることについて…土谷川元木辺地、星野
辺地に新たな事業を追加することによる計画の変更。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案29号 盛岡北部行政事務組合規約の一部変更の協議に関し議決を求めることについて…盛岡北部
行政事務組合規約の一部変更の協議。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案30号 養護老人ホーム設置条例の一部を改正する条例…指定管理者の指定の手続き等に関する規
定を、他の公の施設と同様の手続きで処理する規定に改正。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案31号 平成26年度葛巻町一般会計補正予算（第７号）…２億8175万円を追加して予算額を71
億6202万円に。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案32号 町立児童館条例の一部を改正する条例…放課後児童クラブの対象を、小学校３年生までか
ら６年生までに拡大。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

同意１号 固定資産評価審査委員会の委員の選任に関し同意を求めることについて…村木良悦さん
（下町）を再任することに同意。 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

請願２号 手話言語法制定に関する請願…「手話言語法（仮称）」を早期に制定する要望の意見書を、
国へ提出を求める請願。 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

発委１号 葛巻町議会総合条例の一部を改正する条例…条例中の文言整理などの改正。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

発委２号 手話言語法制定に関する意見書の提出について…請願２号の採択を踏まえて、その趣旨に
沿った意見書を国などに提出。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

※ ○は原案に賛成。
※ 議長は採決に加わりません。

〈議決結果〉

り
組
む
金
陵
女
子
高
級
中
学

を
訪
問
し
た
際
に
、
山
村
留

学
や
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ど
の
町
の
取
り
組
み
を
説

明
し
た
こ
と
や
、
台
北
市
の

旅
行
業
者
ら
と
意
見
交
換
し

誘
客
活
動
に
努
め
た
こ
と
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
で
は
、
西

和
賀
町
の
古
民
家
「
清せ
い

吉き
ち

稲い
な
り荷
」
を
台
湾
へ
移
設
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
10
万
円
を

提
供
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

西
和
賀
町
国
際
観
光
振
興
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ

て
銀
河
鉄
道
・
畑
山
茂
氏
を

通
じ
て
、
清
吉
稲
荷
移
設
日

台
交
流
事
業
実
行
委
員
会
に

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

❶ＩＧＲの畑山茂国際観光アドバイザー（左）と
菊池社長（中央）に寄附金を渡す中崎議長
❷台湾視察研修報告会の様子

❶❶

❷❷

台湾台湾とのとの交流促進交流促進へへ決意決意

　久慈市、葛巻町、九戸村の議会議員で構成す
る「平庭地域市町村議会議員連絡協議会」の研
修会が１月19日、グリーンテージで開催され
ました。
　研修会では、ＮＰＯ法人多摩住民自治研究所
研究室長池

いけ

上
がみ

洋
ひろ

通
みち

氏（写真）を招き「人口減少
社会における公共施設のあり方について」と題
して講演が行われました。
　世界人口の動向や都道府県別の推計人口など
の資料を参考に、人口減少問題などについて、
時折ユーモアを交えながら問題解決への考えを
話しました。地方自治体の公共施設の総点検の
あり方については、議員と意見を交えながら説
明があり、維持可能な社会を目指して平庭地域
が連携していく必要性を力説していました。
　今後も、地域の振興発展や特定の課題を解決
するため、近隣市町村議会と連携して、先進事
例の研修などに取り組んでいきます。

地
域
連
携
で

議
員
が
学
ぶ

全国・岩手県町村議会議長会表彰

４議員が受賞４議員が受賞

左から、鈴木議員、辰柳議員、中崎議長、姉帯議員、小谷地議員

　全国町村議会議長会と岩手県町村議会議長会から４
人の議員が表彰され、３月６日の３月定例会議本会議
に先立ち、中崎議長から表彰状の伝達が行なわれました。
　この表彰は、議会運営や地域振興に尽力された功績
が認められたもので、議員の受賞内容は次のとおりです。

【全国町村議会議長会表彰】
　（在職27年以上）
　　辰柳　敬一 議員
　（在職15年以上）
　　小谷地 喜代治 議員　　姉帯 春治 議員

【岩手県町村議会議長会表彰】
　（在職11年以上）
　　鈴木　満 議員
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I N T E R V I E W

Ｑ
．
自
己
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ

　

４
月
か
ら
葛
巻
病
院
の
内
科
長
と
し

て
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
３
月
ま

で
は
、
山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に

所
属
し
な
が
ら
、
山
形
県
内
や
石
巻
市

の
病
院
な
ど
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
関
市
（
旧
室
根
村
）
の
出
身
で
す
。

妻
、
子
供
２
人
の
４
人
家
族
で
、
下
町

地
区
の
医
師
住
宅
に
住
ん
で
い
ま
す
。

　

趣
味
は
魚
釣
り
で
、
川
・
海
釣
り
ど

ち
ら
も
好
き
で
す
。
魅
力
的
な
川
が
近

く
に
あ
る
の
で
、
釣
り
を
始
め
る
こ
と

が
楽
し
み
で
す
ね
。
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
や

ラ
ン
ニ
ン
グ
も
好
き
で
す
。

Ｑ
．
葛
巻
町
の
印
象
は

　

皆
さ
ん
と
て
も
親
切
で
、
や
さ
し
い

方
が
多
い
町
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

風
車
や
葛
巻
高
原
牧
場
な
ど
、
と
て

も
自
然
が
豊
か
で
景
色
が
す
ば
ら
し
い

で
す
ね
。
早
速
、
子
供
達
と
一
緒
に
葛

巻
高
原
牧
場
に
行
っ
て
、
ウ
サ
ギ
と
触

れ
合
っ
て
き
ま
し
た
。

　

家
族
と
ド
ラ
イ
ブ
し
な
が
ら
、
い
ろ

い
ろ
な
葛
巻
町
を
発
見
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

Ｑ
．
葛
巻
病
院
で
の
役
割
は

　

内
科
医
で
、
循
環
器
が
専
門
で
す
。

高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
患
者
さ
ん
が

多
い
の
で
、
し
っ
か
り
と
対
応
し
な
が

ら
新
た
な
診
療
を
提
供
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
特
に
も
、
病
院
で
の
連
携

を
密
に
し
な
が
ら
医
療
に
貢
献
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
新
病
院
の
建
設

に
向
け
て
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
し
な
が
ら
お
手
伝
い
し
た
い
で
す
。

Ｑ
．
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　

皆
さ
ん
か
ら
、
葛
巻
の
こ
と
を
教
え

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
早
く
な
じ
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

町立葛巻病院内科長

本
ほん

多
だ

　勇
ゆう

希
き

 さん（32歳）

連
携
を
大
切
に
地
域
医
療
に
貢
献

表　紙表　紙（馬淵川源流太鼓の会ジュニアの皆さん）（馬淵川源流太鼓の会ジュニアの皆さん）

編
集
後
記

　

27
年
が
明
け
た
と
思
っ
て
い
ま
し

た
ら
、
早
い
も
の
で
４
月
に
な
り
ま

し
た
。

　

３
月
は
別
れ
が
あ
り
、
４
月
は
ド

キ
ド
キ
や
ワ
ク
ワ
ク
と
様
々
な
思
い

を
胸
に
、
皆
さ
ん
は
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

雪
に
埋
も
れ
て
い
た
大
地
に
も
春

の
花
が
咲
き
始
め
た
よ
う
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
歩
み
に
花
が
咲
き
ま
す
こ
と

を
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

広
報
常
任
委
員
会

委
員
長　

山　

岸　

は
る
美

情 報 公 開
　議長が議会の対外的活動をするための経費が議長交
際費です。各団体の総会、式典の会費が主なものです。

1月 67,000円（
（
（

盛岡広域８市町議会
議長会設立総会ほか

森林組合通常総会ほ
か

町安全協議会懇談会
ほか

）
）
）

14,000円
23,000円

2月
3月

N
o.　
　

170
３
月
定
例
会
議

平
成
27年

４
月
22日

発
行

発
行
　
岩
手
県
葛
巻
町
議
会

編
集
　
広
報
常
任
委
員
会

〒
028-5495 岩

手
県
岩
手
郡
葛
巻
町
葛
巻
16-1-1

TEL・
0195-66-2111　

FA
X・
0195-66-2780

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▶
http://w

w
w
.tow

n.kuzum
aki.iw

ate.jp/

　馬淵川源流太鼓の会ジュニアの皆さんは、町内の
小学生から高校生までの20人で活動をしています。
　平成７年に結成以来、町内外のイベントやお祝い
の席で、力強い太鼓の演奏で盛り上げています。そ
のほか、太鼓の共演や大会にも参加し、町の宣伝に
も貢献しています。

【表紙：練習前の馬淵川源流太鼓の会ジュニアの皆さん】

森林認証した紙を使用して
おります。

「くずまき議会だより」は、ユニバーサルカラーとユニバーサルフォント
に対応しており、より多くの方に視認しやすく、判読しやすいように配慮
して制作しております。一部当たり約62円で作成されています。
印刷：㈱白ゆり　〒020-0122 岩手県盛岡市みたけ6-1-50

次の定例会議は7月３日(金)です。


